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58年度に使った医療費

一世帯あたり２５万４千円

昭
和
五

十
九
年

度
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
総
額
は
、

五
億
五
千
六
百
万
円
で

、
昨
年
度
に
比
ベ
ーニ
・
九
％
増
の
予
算

規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本

年
度
の
国

保
税
の
税
率
改
正

が
、
七
月
の
臨
時
議

会
で
決
ま
り
ま
し
た

。

今

年
は

、
行

政
改
革
に
よ

る
国
庫
補
助
金
の
滅

額
、
医

療
賢

の

増
加
な
ど
で
五
・
四
％

の

増
と

な
り
ま
し
た
。

今

月
は

、
お

も
に
国
民
健
康
保
険
と
国
保
税
に
つ
い
て
お
し

ら
せ
し
ま
す

。

一
人
八
万
五
千
円
の

医
　

療
　

費

今
年
の
国
傑
会
計
に
占
め
る
医
療

費
の
総
額
は
．
歳
出
総
額
の
九
一
・

七
％
に
あ
た
る
五
億
一
Ｆ
万
．
一
千
円

で
．
昨
年
度
と
比
べ
〇
・
四
％
の
川

と
な
っ
て
い
ま
す
．

こ
れ
を
月
割
り
に
す
る
と
、
四
千

二
ａ

五
十
万
円
の
給
付
額
と
な
り
．

年
間
一
世
帯
あ
た
り
で
は
約
ニ
ト
ハ

万

．二
１

円
．

一
人

あ

た
り
で

は
約
八

万
丘
ｆ

円

の
大
き

な
金

額

と
な
り

ま

す
．昨

年

度

の
給
付

実
績

で

は
．
一

世

帯
あ

た
り

約
ニ

ト
五

万

四
１

円

（
負

担

し
て

い
た
だ

い
た
国

師
税

は
約

十

．二
万

円

）
、
一
人

あ
た

り
で

は
約
匕

万

凡
千

川

（
同
じ

く
国

保
税

は
三
万

九

千
円

）
の
医
療

費

が
使

わ
れ
ま

し
た
．

医
療

費
が
少

な
く

な

れ
ば
、

負
担

す
べ
き
国

保
税

が
少

な

く
な

る
の
は

囚

保
の
し
く
み
で
す
。
健
康
に
注
意

す
る
、
ち
よ
・つ
と
し
た
心
が
け
が
国

傑
の
家
計
を
助
け
る
要
因
な
の
で
す
。

国
保
税
率
決
ま
る

当
初
予
算
に
対
し

一
千
万
円
の

減
税

岡

傑
税

は

、
他
の
健

康

保
険
な

ど

の

保
険
料

に
あ

た
る
も

の
で

。
医

療

賞

な
ど

保
険
給

付
の
財

源

に
な
り

ま

す

。た

卜
九

缶
」贋
国

保
税

は
、
五

十
八

年

度
決
算

剰
予
金

の
中

か
ら

一
千
万

円
を

減
税

に
充

て
、
予

算
額

は
二

偲

円
千
一
。一
万

六

千
円

と

。
前

年
慶

に
比

べ
五

・
四
％

増

の
予
算
税

額

と
な
り

ま
す

。
こ

れ
は

、
一
世

帯
あ

た
り
で

は
ヤ
コ
ー万
ニ
ー千
七

百
二
十

五
円

、

一

人
あ

た
り

で
は
四
万

二
百

六
十

一
円

に
な

り
ま

す
。

59年度　国保税率
①所得割　3.94  % ②資産創　31.40  %

③均等割　.  320川 ④平等割　21.820 円

囗 人） 冂 世帯）

保険税額算定例（町の平均世帯の場合）

・所　19　額　457. 円

・課 税 標 準　 れ 四 7.  0円

・固定資産税額　46.315 円

①所　僻　制　　 卜≒瑟- ）　　47  . 1 田円

②資　４　 割　 （j≒ 噐 ）　　14  . 2円

③均　等　剛　5  , 3 )　　　6L2 円

④平　等　割　 〔21･8 )　　 幻 .820円

国保決定年税額 144  .8 )円

※最高限度額は35万円です。



健 康 を 守 る に は

あなたの健康は、あなた

白 身の11ごろの健康管曜 に

よることが大きり･y!で す！

II常 生活に気をつ日、倒

食せず栄 謇の バランスを名･

え、適 度 な連釶・ス|･し ス

の解 消などで健康の保持増

進 を4･ えてみまＬよう．

も１鵬気1こなｰ-Jたら．む

医?7 さんの指示に従い療 麌

に心がlf 、--|| もll!く治す

こと が大切です匸

健|豕;ま．お金で買えない

宝紬であることを４ えてド

さい．

平素の健曝管堽を７

健康に自信過剰はいけ ま

せん。 病気はいつのまにか

元飢な身体に忍ぴこんで き

ます｡

求庭の継r漸芥理?7 、むか

あさんのi゛{任は咀 人で'1≒

櫑偏●１腫Ｕ大切な6 蜀です.’

お戊占 さんに力･かるとき

は、国民健康保険被保険占

証を忘れずに持 参１でＦさt･

．

急病以外でない かぎり、

休|| や時1111外:こ診療を受gl

ることはつり しみまl. よう．

鐫氏を拳く洫すには霙１かー●.「

お医占さんがいくら良い

治療をしても、指示どおり

簀生をしなければ病気は早
く治りません。

健康はマズ家庭から.’

・ 族そろ･･で．楽しく話･1

‘時間がありま･1'か？
皆人なで笑えるような時1111

をもてま･1‘か？

ストしスやなやみを解消

するよう努力しまｌ ぷ假

生ｌａりヌムかｌ れてい１躄Ａか’

快眠・侠血・快使に･C･が

日 、体の調1･ を注意深く靫

察じ こ卜さい。

lll凅l発見.III･111治療は、

健康を守るうえで 人切でｰ糺

み●魯さんを倡●しましょう ’

油瘴効 果や病状の経過を

みて。お医占さλは治療を

Ｌま‘ｈ あの医 師この医師

と転 々とせずｔ 泊医 を信軻I

して、刷気を早く なお･して

ドさい。

黷 ● に そ な え て ．’

家族の血液型、アレ ルギ

ー等の症状 、ホ ームド タタ

ー、緊忽病院慳の電話＆ 号

をひかえてお･き、ど人なと

きにもあ わてないように心

がけまし｡冫う。

健

康

優

良

家

庭

紹

介

地

区

氏
　
　

名

年
数

藤　　　　　　　 田小　　 坂
菅
　
野
　
マ
ツ
エ

引

地
　
幸
　
一

遠

藤

喜
　

義

斎

藤

唯
　

‐‐．

人

竹
　
竹
　
夫

半

沢
　
幸

祐

秦
　
　

長
　

藏

菊
　
地
　
　

正

松

浦
　
七
　
ツ

人
　
以

賢
　
一
｀

釣
　
地

吉
　
伴

佐
々
木

正
　

↓

浅

野

幸
次
郎

八
　
島
　
粹
　
明

八
　
巻
　
光
　
夫

坪
　

砂
　
み
さ
を

宍
　
戸
　
　

哲

狆
　
眇
　
の
り
技

佐
　
藤
　
ス
　
イ

ハ
　

咎
　
吉
　
予

斎
　
藤

寿
　

生

人
　
槻

忠
　

．

菊
　
地
　
ヤ
　
ス

９

｀

４４３Ｑ
４

り
乙

り

｀
４

奈

藤
　
ヤ
イ
．Ｌ

俺
　
藤
　
要
　
吉

野
　
付
　
皿

平

長
谷
川
　
サ
チ
ｆ

高

釛
　
安
　
雄

仲
　
對
　
固
　
助

２

森　江　野大　木　戸大 枝
阿

部

春

男

菅
　
野
　
冨
良
雄

菅
　
野

秋
　
雄

一
／

佐

藤
　
ト
ラ
イ

小

幡

喜
　

‐．

安

部
　
ト
　
ラ

村

上
　

ア
キ
ェ

石
　
川
　
政

博

引

地

茂
太
郎

八
　
卷
　
次
　
男

貲

藤
　
　

白

蓬

Ⅲ
　

ツ
　
ヤ

斎

藤

彦
　
鵆

９

｀

り

』

９

』

２ｎ
乙

吉
　
川
　
タ
　
カ

長
谷
川

芳
　
男

佐

鱗
　
忠

助

佐
　
藤
　
岩

推

村

上
　

祐

市

市

藤
　
マ
サ
エ

嶇
　

沢
　

栄

子

険

藤

忠
　
一

武
　
Ⅲ
　

マ
　
サ

６７９

｀

Ｑ
４

３９
一

小

林

正
　

夫

荒
　
川
　
一
　
男

瀬

．尸
　
周

藏

菊

地

恵

克

瀬

戸
　
幸
　
一

４９

｀
５

（（
Ｕ
計
五
十

六
世

帯

）



新
農
業
委
員
決
ま
る

会
長
に

引
地
孝
さ
ん
が
四
選

任
期
満
了
に
伴
う
町
農
業
委
員
の

一
般
選
挙
は
七
月
十
日
宍
示
さ
れ
、

十
五
名
の
選
挙
委
員
の
定
数
に
対
し

同
敏
の
立
候
補
者
數
の
た
め
、
焦
鮫

争
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
。
選
任
委
貝
と
し
て
。
議
会

か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
四
名
。
農
協
お

よ
び
農
業
共
済
組
合
か
ら
の
推
せ
ん

各
一
名
が
遮
任
さ
れ
、
計
二
十
一
名

が
新
し
く
農
業
委
員
と
し
て
今
後
。二

年
間
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ヒ
月
二
十
七
日
、
初
総
会
に
お
い

て
、
引
地
孝
さ
ん
が
会
長
に
、
古
附

進
さ
ん
が
会
長
職
務
代
理
者
に
互
選

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
農
業
会
議

一
号
委
員
に
は
会
長
の
引
地
さ
ん
が

指
名
さ
れ
ま
し
た
。

会長　引地孝さん

会長職務代理者 吉田盆さん

◆

新
農
業
委
員

（

敬
称
略
　

議
席

噸

）

引
地
　
孝
（
6
0歳

）
硯

会
長

徳
江
字
団
扇

．
二

吉
田
　
違
（
5
5歳
）
現

会
長
職
務

代
理
古

山
崎
字
熊
野
前

二
一

松
田
平
治
（
4
6歳

）
現

貝
Ⅲ
字
山
ノ
神
前
瓦
陀
の
．に

阿
部
三
郎
｛
6
0歳

｝
新

大
木
戸
字
耕
野
内
七

斎
藤
太
郎
｛
7
2礎

｝
新
　
農
裏
共
済

推
せ
ん

貝
Ⅲ
字
立
久
根
．一
二

渡
辺
善
一
（
5
9歳

）
釿

鳥
城
字
川
中
一
．

蜀
地
平
助
（
5
2歳

）
現

石
毋
川
字
上
原
六
丘

斎
藤
光
吉
（
5
6歳
）
新
　
議
会推

せ
ん

慂
江
字
舘
ヶ
崎
一
七

擂
沢
長
次
（
5
7政
）
析
　
議
会推

せ
ん

光
明
寺
字
山
Ⅲ

．
一

佐
久
岡
英
明
（
5
8歳
）
現

藤
田
宇
中
沢
六
、
．二

菊
地
光
二
（
5
3歳

）
析

塚
野
口
字
沢
一
五

熊
坂
正
一
（
5
8歳

）
斷

内
谷
字
柬
脇
一
丘

渡
辺
茂
吉
（
6
6‘岷
）
現

泉
田
字
畔
田
丘

佐
藤
俊
雄
（
5
8歳
）
新
　
農
協推

せ
ん

泉
田
字
川
南
二
八

斉
藤
忠
男
（
5
6歳
）
新

轟
山
字
中

ノ
目
六
七

玉
手
昭
市
（
5
7歳
）
斬
　
議
会推

せ
ん

西
大
枝
字
竹
ノ
内

こ
（

野
村
和
夫
（
3
3歳
）
現

小
坂
字
板
橋
二
四

後
薩
昌
伸
（
5
5歳
）
現

川
内
字
内
Ｌ
六

佐
藤
政
一
（
5
2歳
）
新
　
蟻
会推

せ
ん

小
坂
字
小
坂
四
〇

石
川
博
義
（

　
悩
　
）

現

森
山
字
壇
ノ
前
二
四

佐
藤
丈
男
（
5
6歳
）
現

西
火
技
字
宮
ノ
内
こ

身近にある野草・薬草

②

ゲンノショウコ

昔
か

ら
下

痢

虍

め
の
妙

薬
と
し

て

使

わ
れ
て

き

た
薬
草

。
夏

の
土
用

の

丑

の
日

ご
ろ

に
な

る
と
、

全
岡

各
地

で

こ
の
花

が
満

開

に
な
り

ま
十

。

花

は
、

径

了

五

｀
ぐ
ら

い
、
花
弁

は
丘
枚

で
白

色
ま

た
は
紫
紅

色
｛

東

卜
本
は

自
、
西

日
本

は
紫
紅

色

｝
の

花

が

咲
き

ま
す
。

茎
が
地
而

を

は
う

か
、
糾

め

に
仲

び

、
技
を
多

く
出

し

。

葉

は
対

生
で
深

い
切
り
込
み

が

あ
り

ま
す

。

花

が
終
わ

る
と
、

梁
実

は
陲
ｆ

を

放
出

し

て
、
瓦

枚
の
川
｀
皮

が
ｈ

力

に

巻

き

か
え
り

ま
す

。
こ
の
姿

が

お
み

こ

し

に
似

て

い
る
の

で
。

ミ
コ
シ

グ

サ

の
別
名

が
あ

り

ま
す
。

似

た
も

の
に
　

壽
叺

の
ウ

マ
ノ
ア

シ

ガ
タ
や

キ
ツ
・
不
ノ

ボ
タ
ン
の

矜
吮

の

と

き
間
違

え

ら
れ
ま

す
が
、

ゲ
ン

ノ

シ

コ
ウ
コ

は
、

茎

に
ほ
ぽ
直

角

に
毛

が
生
・
气

キ
ツ
『
ｆ
ノ

ボ
タ

ン
の
ｔ

は
、

氣

に
対
し

て
Ｅ

向
き

に
伏
し

て

い
る

よ
う

に
生

え
る

の
で
区

別
で

き
ま

す
。

▼
薬
用
▲

土
川
の
皿
の
日
ご
ろ
は
。
タ
ン
ニ

ン
が
最
も
多
阯
に
含
ま
れ
ま
す
。
そ

の
時
問
に
ｔ

率
を
と
り
、
水
洗

い
し

険
Ｆ
し
に
。

下
痢
止
め
に
　
一
Ｈ
皿
ニ
ト
グ
ラ
ム

を
水
四
百

Ｅ
で
ｔ

ほ
に
な
る
ま
で
煎

じ
て
服
川
。
便
通
に
も
効
緊
が
あ
り

ま
す
。‐

高
血
圧
予
防
に

ゲ
ン
ノ
シ

ー
ウ
コ
ト

グ
ラ
ム
、
ド

ク
ダ
ミ
ト
グ
ラ
ム
、
決
明
．Ｐ
（
少
し

ほ
う
じ
た
も
の

）
ａ

グ
ラ
ム
を
ｋ
び

ん
で
煎
じ
て
、
む
荼
が
わ
り
に
飲
み

ま
十
。

ケ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ

ぷ
ろ

ゲ
冫
ノ
シ

ー
ウ
コ
石
‥
グ
ラ
ム
、
ヨ

モ
ギ
酉
グ
ラ
ム
を
木
綿
袋
に
入
れ
て

ふ
ろ
に
冫
‥て
ま
す
。
湯
冷
め
し
に
く

く
、
渋
り
脚
。
冷
え
症
、
婦
人
血
の

道
に
効
叭
’が

あ
り
ま
す
。

一
山
野
率
カ
ラ
ー
ａ

科
か
ら
）



ふるさとの文化財

⑤

町 史 跡

岩淵遺跡

菊　池　利　雄

岩
淵
遺
跡
は
鳥
城
字
岩
淵
に
あ
っ

て
、
後
藤
忠
一
氏
が
昭
和
四
十
七
年

に
、
所
有
す
る
畑
の
耕
作
中
に
発
兇

さ
れ
た
も
の
で
、
翌
四
十
八
年
に
町

教
宵
委
八
会
と
福
鳥
大
掌
考
古
学
研

究
会
と
に
よ
っ
て
、
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
、
縄
文
中
期
（
Ｂ
Ｃ
一
二
〇
〇
〇

～
二
〇
〇
〇
年
）
か
ら
平
安
時
代
に

か
け
て
の
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
、

人
々
の
住
ん
で
い
た
複
合
住
居
跡
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

遺
跡
は
厚
樫
山
の
山
晟
か
ら
朿
に

の
ぴ
る
、
中
山
原
と
呼
ば
れ
る
台
地

の
北
端
部

に
あ
っ
て
、
北
か
ら
東
側

に
か
け
て
は
。
牛
沢
川
の
浸
食
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
、
商
さ
が
十
に
ほ

ど
の
、
川
岸
段
丘
上
に
あ
る
高
燥
地

で
段
丘
の
下
面
に
は
、
飲
料
水
と
し

て
利
用
さ
れ
る
湧
水
も
あ
り
、
居
住

地
と
し
て
恵
ま
れ
た
条
件
下
に
立
地

し
て
い
る
。

こ
の
う
ら
、
第
一
号
住
居
助
は
縄

文
時
代

中
期

の
も

の
で

、
直
径

が
匕
・

四

‥
。いの
円
形

状
を

な
す

堅
穴
住

居
で

あ
り

ご

二
本

の
主

柱

と
垂
木
を

組
合

せ
た

骨
組

み
に
、

萱
尾

根
を
覆

い
た

も
の
で

、
住

居
の
中

央
部

に

は
長
径

六
十

’‘。に
の
石

囲

炉
、

人
日
州

に
は

長
径

が
ゴ
‐‐

二

ぴ
に
達

す
る
石

組
複

式

炉

が
設
置

さ
れ

、
複
式

炉

と
し
て

は
、

全
国
的

に
み

て
最
人

脱

模
の
も

の
で

あ
る

。

遺
跡

か
・・
り
は
、

枚
式

炉
埋

設
土
・μ
、

小
形

注
口
土

器
、

土
師

器
抔

、
須
恵

器
抔

。
石
鏃

、
石

斧
等

が
出

上
し
て

お

り
、
町
の

教
育

委
ｎ

会

で

傑
管

が

な

さ
れ
て

い
る

。

岩

淵
遺

跡
の
あ

る
中

山
原

一
帯
の

地

は
、
旧
石

器
の

励
部

耶
製
石

斧
等

を
出
土
し
た
中
山
遺
跡
、
平
安
時
代

の
製
鉄
遺
跡
で
あ
る
山
居
遮
跡
な
ど
、

川
石
器
、
縄
文
、
弥
生
、
そ
し
て
歴

史
時
代
と
。
遺
跡
と
遺
拘
の
散
布
地

が
多
く
、
今
後
の
詳
し
い
調
査
が
待

た
れ
る
地
域
で
あ
る
。

昭
和
四
十
九
年
こ
の
遺
跡
の
発
掘

を
担
当
さ
れ
た
、
目
黒
吉
明
氏
の
指

導
に
よ
り
、
町
お
よ
び
国
見
町
郷
上

史
研
究
会
・
人
木
戸
地
区
岩
淵
遺
跡

洵
原
Ｔ
一
事
協
質
会
に
よ

り
て
、
縄
文

期
に
お
け
る
縦
穴
式
住
叫
が
復
原
さ

れ
、
昭
和
五
十
一
年
二
口
‥
に
は
、
町

の
央
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。

参
考
文
献

国
見
町
史
一
・
一
。卷
「
国

兄
の
文
化
財
」
国
兄
町
文
化
財
調
査

報
告
書
第
四
集

－

表
紙

カ
メ
ラ
歳
時
記
　

⑤

「

ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア

」

読
書
活
動
で
地
域
と
の
交
流

「
児
童
図

冷
は

、
こ

ち

ら
に
嫁

に

彖

る
前

か
ら
興

味
を
持

っ
て

い
て

、

夲

は
だ

い
ぶ
購
入

し
て

い
ま
し

た
。

近

所
の
ｆ

が
よ

く
俳

り
に

き
て

い
ま

し
た
。

』
と
話

十
佐

藤
公
子

さ

ん
（

石

け
Ⅲ

字
弁
天

沢

一
七

の

…

…

卜

四

歳

）
。

Ｈ
．・
。回
ほ

ど
、
自

分
の

家
の

離
れ

鹿

敷
を
閧
放

し
、

さ
く

ら
ん

ぽ
文
川

を
閧

い
て

い
ま
す

。

公
ｆ

さ
ん
は

、
昭
和

瓦
卜

。
年

か

ら
公

民
館

で
始

ま

っ
た
、
母

と

。い
」
の

公
民

館
活

動
の

桁
導
舂

の

一
人

と
し

て

活
躍

さ
れ
、

そ
の

経
験

を
生

か
し

昭

和

。瓦
卜

川
吊

に
母

と
ｆ

の
公
民

館

活
助
の
あ
と
を
う
け
て
、
文
川
を
闘

き
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

「
も
う
丘
￥
に
な
る
ん
で
す
ね
。

遠
く
か
ら
嫁
に
き
た
ん
で
。
早
く
地

。城
の
人
だ
ち
と
な
じ
も
う
と
思
っ
て

始
め
た
ん
で
す
。
こ
の
文
川
で
、
１

供
た
ち
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
親
さ
ん
も
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、

地
域
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
が
で

き
ま
し
た
。
」
と
公
ｆ

さ
ん
。

本
は
。
県
立
図
爬
館
と
町
の
公
民

館
か
ら
俳
り
た
も
の
、
そ
れ
に
自
分

の
本
と
寄
川
し
て
い
た
だ

い
た
本
な

ど
約
六
町
附
ほ
ど
蝴
え
て
あ
る
と
の

こ
と
で
、
本
の
貸
し
だ
し
の
か
た
わ

ら
、
紙
し
ば
い
を
読
ん
で
聞
か
せ
た

り
、
お
り
紙
な
ど
の
指
導
を
し
て
い

ま
す
。
経
費
は
、
す
べ
て
公
子
さ
ん

個
人
で
陏

り
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
自
分
の
祁
合
で
日
時
が
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
ん
な

と
き
の
子
供
た
ち
へ
の
漣
絡
が
な
か

な
か
甦
し
く
て
…
…
…
。
そ
れ
と
、
ぜ

ひ
お
ほ
さ
ん
方
に
も
児
童
図
耆
へ
の

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
Ｊ

と
話
す
公
子
さ
ん
で
す
。



農

業
共

済

細
介

職
員
を
募
集

伊
達
地
方
農
業
共
済
組
合
で
は
、

昭
和
六
十
年
度
採
用
職
員
を
旅
築
い

た
し
ま
す
。

葬
集
要
領
な
ど
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
受
験
資
格

昭
和
三
十
六
年
四
月
二
口
以
降
生

ま
れ
の
方
で
、
高
校
以
Ｅ

卒
楽
お
よ

び
卒
業
見
込
み
の
国
見
町
出
身
ま
た

は
在
住
の
男
子
。

▽
受
験
手
続
き

巾
込
用
紙
を
請
求
、
必
要
事
項
を

記
入
し
。
同
組
合
総
務
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間

九
月
二
十
一
口
一

九
月
二
十
五
日

▽
試
験
期
日

卜
月
七
日
（
口
）

奈
詳
し
く
は
、
伊
達
地
方
農
業
共
済

組
合
（
保
原
町
大
字
大
泉
字
大
地
内

一
〇
四

酋
七
五
上
三

二
六
）
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

福
祉
年
金

受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

八
り
に
、
福
祉
甲
衰
の
受
給
を
受

け
た
方
は
、
お
？
め
に
、
福
祉
午
公

証
杙
‥
を
、
町
役
場
乍
忿
係
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
川
間
は
八
川
木
日
ま
で
で
す
。

福島県知事選挙
８月13日　告　示

９月２日（日）投票　午前７時～午後６時

不在者投票　８月13日～９月１日まで

※くわしいことは役場内選挙管理委ａ会におたずねください

～みんなそろって投票しましょう～

献
血
バ
ス
が
来
町

－
八
十
一
名
が
献
血
‐

七
月
二
十
日
、
献
血
バ
ス
が
来
町

し
。
小
坂
小
学
校
加
。
国
見
電
子
前
、

役
鳩
前
の
ご
。か
所
で
献
血
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

今
川
も
。
ハ

ト

。
名
の
み

そ
が
献

血
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
の
献
血
バ
ス
の
来
町
は
、
九

月
十
九
日
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
噸
不

同

・
敬
称

略

）

小

出

秀

雄

高

檎

豊

寿

佐

藤

洋
　
一

安
孫
子
　
　

正

徳

江

溥

典

佐

藤

利

夫

若

林

利

子

睾

藤

忠

夫

債

藤

與
志
男

宇
佐
美

武
比
古

熊

坂

桂

子

佐

藤

武

夫

斎

藤
　
マ
サ
イ

長

尾

勝

美

斎

耶

忠
　
一

原

田

ト
シ
ェ

本

田

み
さ
子

商

鳩

富
美
子

中

山
　
ミ
ェ
子

稲

尾

和

子

鴨

田

善

行

高

橋

勝

彦

伊

勢

文

闘

小

畑

積

晴

後

藤

征

男

飯

塚

佳

淑

鈴

木

広

茂

熊

坂
　
　
正

本

多
　
ミ
ツ
子

高

橋
　
　

博

黒

田

勝

夫

我

妻

喜
　
一

星
　
　

憶

弘

大

波
　
　

健

古

田

久
美
子

大

津

森

泊

村

上

健
　
一

斎

藤

早

苗

引

地

由

則

阿

部

洋
　
一

古

田

と
き
子

佐

野
　
　

功

高

檎

喜

久

松

浦

惣
　
一

吉

田

貞

男

小

池

芳

男

楽
　
　

清
　
一

大

町
　
　

恵

鈴

木

信

也

大

竹
　
ツ
　
ネ

幕

田

道

夫

国

井

邦

栄

友
十
嵐

秀

衝

羽
根
田

孝

司

赤

坂

正

弘

板

橋

敏

光

曳

地

義

信

野

村
　
ヨ
シ
子

鈴

木

泰

子

岡

崎

長

市

後

藤

徳

良

菅

野

信

朗

高

檎
　
　

力

森

口

康

弘

実

沢

恵
美
子

宍

戸

ヤ
　
イ

斎

藤

キ
　
ヨ

遠

藤

盲

正

寺

島

み
さ
子

蓬

田

英

右

佐

藤

裕

二

蓬

田

恭

子

斎

藤

雄
　
一

木
住
野

耕
　
一

大

森

忠
治
郎

斬

Ⅲ

要

輔

吉

田

英

夫

佐

藤

光

信

国

分

秀

子

佐
久
間

浩

奬

田

村

幸

司

ミ
ス
ピ
ー
チ
が

来
　
庁

福
鳥
の
モ
モ
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る

本
年
度
の
ミ
ス
ピ
ー
チ
十
人
の
う
ち

の
五
人
が
、
七
月
ニ
ト
六
日
、
そ
ろ

い
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
に
身
を
つ
つ
み
、

役
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

宍
戸
啓
一
二
郎
福
鳥
市
農
政
部
次
長

に
迎
れ
ら
れ
た
斎
藤
昌
子
さ
ん
｛
福

鳥
巾
・
二
十
歳
｝
ら
は
、
「
新
鮮
で

あ
ま
く
お
い
し
い
福
鳥
の
モ
モ
を
し

っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
す
Ｊ
と
語
り

職
ｎ

か
ら
盛
人
な
拍
手
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
渡
部
助
役
は
「
身
体
を
こ

わ
さ
ず
に
、
。兀
気
で
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
な
お
、

お
盆
こ
ろ
帰
省
客
で
に
ぎ
わ
う
東
北

自
動
叭
道
国
兇
サ
１・
ビ
ス
エ
リ
ア
で

も
、
ミ
ス
ピ
ー
チ
が
活
躍
し
ま
す
。

▲渡部助役と五人のミスピーチ



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

◆
国
兄
町
理
容
・
美
容
新
睦
会
か
ら

一
万
円
（
今
年
で
七
年
目
）

国
土
利
用
計
画
(
国
見
町
計
画
)

が
策
定
さ
れ
ま
し
た

こ
の
計
画
漑
‥
は
囚
訛
利
川
計
画
法

に
基
づ
き
裂
定
さ
れ
た
も
の
で
、
直

接
開
発
車
袰
の
尖
施
を
は
か
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
川
的
な
町

の
土
地
に
関
す
る
坊
本
方
向
を
。小
し

た
も
の
で
す
。

閲
竃
袙
望
の
方
は
、
役
川
企
画
４

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

‐写

真

が

あ
り
ま
せ
ん
か

町

で
は

、
町
制

施
行
一
二
十

周
年

紀

念
行

事
の

一

つ
と
し
て

、

”町

の

あ

ゆ
み

写
真
展

”
を

、
文

化
祭

開
催

中

に
展

示

い
た
し

ま
す

。

合
併

以

来
の

、
町
の

あ

ゆ
み
を

知

る
う

え
で

の
貴
重

な
写

奥
を

お
持

ち

の
方

は
、

ぜ
ひ

、
ご
協

力

く
だ

さ
る

よ
う

お
暇

い

い
た
し

ま
す

。

お
持
ち

の
方

は
、
役

場
企
画

課

｛

昔
（
五
上

ご
二
　

有

線
四
一
七
五
）
へ

ご

。

報
く

だ

さ
い
。

◎８月は道路を守る月間です
※道路を安全に正しく利用するために／

o 椣l 恤のｒF を予路しましょ９ O 遷龕に●ぷりた韭本蕚を佩番L まＵ Ｍ

0  発 は 作重 鳰 では あ り ま せ んぞ

ｏ る ・ あ･ ご み 嵋 囎 て ほ やめ ま し 上 ﾗ  !

0  鄒こ●を1●aいまうに１１ＬｌＭ
０占膕I細 鶴 籥黼 の1111を111ｎj Ｍ

○道路を守る月間推進標語

｢住む人の心をうつすよい道路｣

国見町役場

建 般 課

戸籍の窓口
（７ 月受付 分）

出生おめでとうございます

子 の 名　保 鏝 名　　郎　稀

栖( さ と る)鈴木　 章　川　 内

恵利佳(え り か)鈴木　一男　川　 内

知　世(と も よ3大沼 剛司　貝　 田

学{ ま な ぷ}高檎 芳美　山 崎 北

正　人(ま さ と)武田　常餓　本　 町

景　子gけ い こ)市川　厚一　第　 二

香　那(か　 な)佐藤　 博　山 崎 舘

雀 之(ひろ い 菊池 定雄　山　 恨

真　人{ま さ と}阿部　 呎． 第　 三

愛　美{あ い み}斎藤 賢一　山 崎 北

祐 也{ゆ う や}商橋　 実　貝　　Ⅲ

ご結婚おめでとうございます

氏　　 名　　　　　　 郎　落

高　野　良紀夫　　　　 石母ｍ 栽

及　川　明　 美　　　　 石母田東

高　嬌　　 守　　　　 山崎小舘

長谷川　京　子　　　　 源宗山西

おくやみ申し上げま寸

氏　　 名　　　 年齢　　 郎　薦

武　Ⅲ　正　明　　62　　 第　　三

瀬 戸　とみ子　　65　　　k　 野

村 上 菊 壽　　80　　 山　 攅

人 口 と 世 帯

８月１日現在(前月比)７月中のうごき

人
　
　

口

男5  .870人(  十 3 )

女6  靆 85人ｰ  2 )

計 12 .055人（十Ｕ

世帯数2､862 戸（士Ｏ）

転 入　12人

転 出　19人

出　生　ｎ 人

死　已　３人

心配ごと相談日
場所：役場二階相鴆室i・●入口かり,Ａｑｆさ哨

時 間： ９畤～】2畤

こまったことや、柵談ごと がありましたら、

お気軽にご 相擴下 さい。 秘密は絶対に守ります。

(相談口)

８月25日（土）吉Ⅲ　正雄・長谷川キン

９月５日（水）阿部 俊恒・阿部　キク

９月14日（金）佐野 市郎・王手マ･レヨ

８ 月　葉月（はづき）

21日（火）小中学枚二学期始ｌ 式

22日（水）一粒万倍日

日 ( 木 ) 処 暑

30日（木）防災週間

９ 月　長 月（ながつき）

１日｛土｝ 二百十日・防災の日

７日（金）白 露

10 日 (月）胸月・十 五夜

15日（土）敬老の日



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

08  5  ｰ ワ６

（有}  4  1  5  6

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

キ
ャ
ン
プ
研
修
会

ｔ

月

．
．
」ｒ

．

日

？

．
．
卜

．
．
．
日

？
霊
山
子
供
の
村
？

▲
な
か
な
か
の
手
さ
ぱ
き

４
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
ん
で
楽
し
く
ダ
ン
ス

▲
テ
ン
ト
懾
り
も
協
力
し
て

卜

坂

遣

も

な

ん

の

そ

の
　

（

霊

山

へ

登

山

）

４
カ
レ
ー
の
昧
は
か
く
べ
つ

文

化

団

体

紹

介

ア
ー
ト

’
8
3会

代

表

樋

口

成

子

「
。ｘ
；

卜
．
8
3
ぺ
．卜

と

は
、
一
凡

八

．
‘．年
卜

．
Ｈ

に
発
足

し

た
叉
術
川

体

で
、

油
絵
乱
・
中

心
に
描

く
余
の

’一
と

で
Ｉ
　

川

に
．
．川

、
卜
ｘ

の
会
０

が

叭
ま

り
、
叭

．
．
・
第
円

七
叩

卜
の
夜

、

し
時

卜

か
ら
九
時
ｊ

ま

で
の
．
．叫
川

を
定

例
の

学
冖
（
（

と
し

．
石
原
χ

雲

完

生
の
御

指
々

を
受
口

な

が
ら
油
絵

を

描

い
て

い
ま
Ｆ

．

払
た

ら
会
０

は
、

女
性

ば
か

り
で

す
が
、
み

人

な
絵

が
好

き
で

、
描

き

た

く
て

楠
丶
」
た
く
て

し
ょ

う
が
々

い

れ

川
志

が
叭

ま

り
だ
．

い
わ
ば
洋
画

同

好
会

な
の

で
１
　

こ
の
会

が
兒

足

す

る
前

は
．

各

ヤ
、
絵

の
展
覧
余

な

ど

に
出

か

け
て

は
苳
‐
’
、
の
絵

を

鑑
賞

し
て

い
ま

し
た
．

そ
し
て

、

－
廴

し

、

自
分

た
’
り
も
あ

ん
な
絵

が

．
枚

で
も

楠

く
こ
と

が
で

き
た
ら

Ｉ

。
　
」
と
思

．
て

い
た

の
で

す
．
し

か
し

、
そ
う

思
‐
７
だ

け
で
、

実
ｒ

に
は
油
絵

と

は

ど
う

い
う

も
の

か
さ
え

も
わ

か
ら

ず
、

も

ち
ろ

ん
、
絵

筆
も
眤

っ

た
こ

と
が

な
か

‥．
た
の
で

．
な

か
な

か
友
現

し

な

い
で

お

り
ま
し
た
　

た

ま
た

ま
、

．卜
淇

に
Ｆ

が

か
か

ら
な
く

な
り

、
自

分
を
兒

っ
め

る
時
間

が
出
来

た
占

や

什

嘔
の
疲

れ
を

い
や

そ
う

と
し
て

い

る
占

が
洋

画

と

い
う
共

通

の
趣
味

を

も
ら

、
余

リ
だ
時

に
そ
ん

な
お

謡
を

し

て

い
る
・
り
ち

に

「
思

い
き

り
て

や

い
て
み
よ

う

」
と

い
う
こ

と
に

な
り
、

↓一
の
余

が
Ｉ誕
叱

し
た

わ
け
で
Ｉ

．

発
足

し
て
ま

だ
川

も
な

い
の
で

す

が
．
．・
．收
凵
の

油
絵

に
挑
戦

し

て

い

る
よ
１１も

い
ま
す
　

作
業

の

し
方

に
は

個
人
差

が
あ

る
の
で

、
自

分
の

ペ
ー

ス

に
へ
‥
わ

せ・
で
モ

ガ
ー
を

遥

ん
だ
り

、

ｌｒ
ｙ

ン
パ

乂
の
人

き
さ

を
考
え

た

り

し
て
楽

．‐
こ
″
な
が

ら
描

い
て

い
ま
Ｉ

．

叫

に
は
、
同

じ
・モ
テ
ル

で
描

い
た

り
、

町
外
町

生
公

な

ど
を
計
画

し

た
り
し

て
、
孚

が
公

に
変
化

を
も
た

せ
て

い



心
に

残

っ

た

キ
ャ

ン

プ
フ

ァ

イ
ヤ

ー

飯

塚

麻

紀

「
わ
あ

」

み
ん
な
が
声
を
あ
げ
た
と
き
、
赤
い

火
が
ボ
。
と
つ
い
た
。
顏
の
あ
た
り

が
あ
つ
く
な
っ
た
。
み
ん
な
で
声
を

あ
わ
せ
て
大
き
な
声
で
う
た
っ
た
。

「
も
え
ろ
よ
も
え
ろ
」

を
う
た
っ
た
畤
、
火
は
さ
っ
き
よ
り

も
大
き
く
も
え
た
。
そ
し
て
み
ん
な

で
、
う
た
っ
た
り
、
お
ど
っ
た
り
し

た
。
そ
の
う
ち
に
空
に
は
、
星
が
い

っ
ぱ
い
出
て
い
た
。
い
き
お
い
よ
く

も
え
て
い
た
火
も
だ
ん
だ
ん
よ
わ
く

な
っ
て
き
え
て
き
て
し
ま
っ
だ
。
だ

ん
だ
ん
と
さ
む
く
な
っ
て
き
た
。

さ
い
ご
の
お
ど
り
は
、
残
っ
て
い
る

力
を
だ
し
て
。
せ
い
い
っ
ぱ
い
お
ど

っ
た
。
さ
い
ご
は
、
花
火
だ
。
毓
を

め
が
け
て
、
ド
ン
と
花
火
が
あ
が
っ

た
。
き
れ
い
な
の
で
み
と
れ
て
し
ま

っ
た
。
も
う
お
わ
り
だ
。
火
も
き
え

る
Ｏ
な
ん
だ
か
と
て
も
み
じ
か
か
っ

た
よ
う
に
思
っ
た
。

次
の
日
、
家
に
か
え
っ
て
か
ら
、

家
の
人
に
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

の
時
の
こ
と
を
は
な
し
た
。

そ
の
よ
る
は
、
ぐ
っ
す
り
ね
む
っ
た
。

と
て
も
心
に
残
っ
た
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
だ
っ
た
。

猛
署
の
下

、
好
プ
レ
ー
続
出

小
坂
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝

第
五

回

少
年

ソ
フ
ト

ボ

ー
ル
大
会

は
町

教
宵

委
員
会

主
催

、
公
民

館
主

管

で
七
月
一
。一
十

一
日
午

前
八
時

か

ら

山

崎
運
動

場
で
行

わ
れ
、
小

坂
Ａ

チ

ー
ム
が
優

勝
し

た
。

こ
の

大
会

に
は
町

内
の

各
小

学
校

区

の
小

学
四

～
六
年

生
の

男
女
で

編

成

し
た

十
五
チ

ー
ム
が
参

加
し

た
。

開
会

式
で

大
会

長
の

堀
切
光

孝
教

育

長
、
来

賓
の
佐

藤

裨
右

工
門
町

長
。

佐
藤

康
雄

審
判
長

ら

が

「
暑
さ

に
負

け

ず
飛
後

ま
で
元

気

に
プ

レ

ー
を

し

て
く
だ

さ

い
い

と
あ

い
さ

つ
の
し

た

あ
と
、
須
Ⅲ
寛
志
君
が
元
気
よ
く
選

手
宣
誓
、
人
会
長
の
試
球
式
の
あ
と

プ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
な
っ
た
。

各
選
手
た
ち
は
暑
さ
に
負
け
じ
と

仲
間
同
士
声
を
か
け
合
っ
て
元
飢
に

プ
レ
ー
を
続
け
夏
休
み
一
口
‥
を
豪
し

く
す
ご
し
た
。

尚
成
績
は
次
の
通
り

①
小
坂
Ａ
チ
ー
ム
②
小
坂
Ｂ
チ
ー

ム
③
町
家
チ
ー
ム
φ

山
崎
南
チ
ー

短
歌
教
室
に
参
加
し
て

森
山
　
佐
久
間
幸
雄

公
民
館
が
募
集
し
た
町
民
幸
枚
。

『
短
歌
入
門
』
に
応
募
、
こ
ｔ

こ
名

の
同
級
生
と
と
も
に
楽
し
く
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
の
よ
う
な
粗
野
な
人
間
が
短
獣

を
詠
む
な
ど
と
は
、
私
自
身
が
信
じ

ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
先
生

の
話
を
聴
い
て
い
る
う
ち
に
、
本
気

に
な
っ
て
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気

に
な
っ
た
の
で
す
。
先
生
は
『
い
つ

も
短
歌
を
つ
く
る
気
持
ち
が
必
要
だ
』

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
五
回
目
の
晩
、

藤
田
に
向
か
っ
て
進
行
中
、
ふ
と
半

田

山
の
上

に
細

い
月

が
見

え
た

の
で

す
。

「
時

迫

り
歌
会

に
忠

ぐ
フ

ロ
ン

ト

に
半
田
山
頂

の
一
二
日
月

絵

の
如
し

」

ま
た

先
生
は
「
喜

び
や
悲

し
み

を
表

現
す

る
の

が
耿

だ
」

と
も
言

わ
れ
ま

し

た
。

「
信
じ

得
ぬ
同

級
生

の
訃
報

届

き
朱
て

未
だ

若
き

の

に
他
人
小

な

ら
ず

」
、
こ
ん

な
調

子
で

短
歌
で

な

く
雑
歌

で
す

が
、
で

き
そ

う
な

訊
が

し
て

き
ま
し

た
。

あ

と
残

る
一
回

で
林

り
で
す

。
私

は
こ

の
短

歌
人
門

が

ク
ラ
ブ

を
結
成

し
、

永
く
続

け
て

い
き

た

い
と
願

っ

て

い
ま
す

。
「

ゆ
た
か

な
る
人

生

築

く
糧

と
し

て
歌
詠

む
会

を
つ

く
り
育

て
ん

」
。

テ
ニ
ス
教
室
に
参
加
し
て

森
山
　
吉
田
ま
き
子

私
は
、
町
民
学
枚
の
テ
ニ
ス
教
窒

が
開
校
さ
れ
る
と
知
り
さ
っ
そ
く
申

し
込
み
ま
し
た
。

私
を
含
め
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
た

ら
は
、
ほ
と
ん
ど
が
初
心
者
で
初
歩

か
ら
実
取
に
い
た
る
ま
で
指
導
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

テ
ニ
ス
教
室
は
、
六
回
と
い
う
短

か
い
回
数
で
し
た
が
。
今
ま
で
家
で

の
仕
叫
が
多
く
、
人
と
接
す
る
機
会

の
少
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、
こ

の
教
室
で
、
若
い
人
か
ら
年
配
の
人

ま
で
、
幅
広
い
層
の
人
々
と
つ
き
あ

い
が
で
き
。
テ
ニ
ス
の
こ
と
は
も
ら

ろ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
話
し
に
花
が
咲

き
、
と
て
も
い
い
勉
強
に
な
っ
た
と

思
っ
て

い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
初

め
て
の
テ
ニ
ス
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

ラ
ケ
ッ
ト
に
ボ
ー
ル
が
あ
た
ら
ず
、

は
じ
め
の
頃
は
大
変
で
し
た
が
、
回

が
逮
む
に
つ
れ
て
皆
さ
ん
と
の
交
流

も
深
ま
り
、
テ
ニ
ス
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
が
理
解
で
き
た
よ
う
な

訊
が
し
ま
す
。

短
か
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
多
く
の
人
々
と

知
り
合
い
、
体
を
助
か
し
て
実
際
に

経
験
し
た
こ
と
は
非
常
に
有
意
義
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
っ
た
ら
禎
極

的
に
参
加
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思

い
ま
す
。

な
お
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
ま
し
た

の
で
皆
様
も
い
か
が
で
す
か
。

会
員
募
集

国
見
テ
ニ
ス
ク
ラ
部

こ
の
度
、
町
テ
ニ
ス
教
室
卒
業
生

で
テ
ニ
ス
ク
ラ
郎
｛
軟
式

｝
を
結
成

し
ま
し
た
。
肝
天
の
下
、
白
球
を
追

い
か
け
て
健
康
な
体
づ
く
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
、
愛
好
者
の
み
な
さ
ん

の
人
部
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

記

一
、練
習
日

毎
週
金
曜
日

气

場

所

町
民
体
育
館

一
、時
　
川

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

『

連
絡
先

公
民
館

魯
二
六
七
六

Ａ触戦を展開したソフトボール大会



園
児
た
ち

白
バ
イ
に
乗
る

去

る
匕

Ｈ
一
．目

、
藤
川

幼
稚

園
で

、

第
一
↓．川

火
通

教
室
を

行

い
ま
し

た
．

折

し
も

県
粁

事
発
足

．．．卜

川
年

記
念

と
あ

っ
て
桑

折
耆

の
ご
好

意

に
よ
り
．

桑

折

警
察
署

の
パ

ト
カ

ー
二

台
と
福

鳥

分
駐

隊
の

自
バ
イ

．一
合

が

、
園
庭

に
兒
え

ま
し

た
．

交
通

係
、
白

バ
イ

隊
ｎ

皿

名

の
方

の
指
導

で
、

「
と

び
だ

し
を

し
な

い

よ

う

に
」
と

の
む

は
な

し
と

、
白
バ

イ

ー
パ
ト
カ

ー
の

展
示

・
川

衆
が
行

わ
れ
ま

し
た
．

日

ご
ろ
園
児

た

ち
は

、
パ

ト
カ
ー

や
白

バ
イ
は

遠
く

か
ら

な
が

め
る
だ

け
で

、
こ
ん

な

に
近
く
で

兄

る
の
は

は
じ

め
て
で

、
小

体
の
人

き

さ
や
、

い
ろ

い
ろ
な

機
械

に
凵

を
パ

チ
ク
リ

し
か

も
一
人

一
人

．
パ

ト
カ

ー
と
白

バ
イ

に
乗

れ
る
と

あ
っ

て
人
よ

ろ
こ

び
．

自
分

た
ち
で

サ
イ

レ
ン

を
な
ら

し
た

り
、
無

線
で

お
は

な
し

し
た
り

、

さ
な

が
ら

、
本
物

の
自

バ
イ

隊
員
や

交
通
係

の

よ
う
．

さ
っ
そ

う
と
し

た
自

バ
イ

隊
ｎ

や

パ
ト

カ

ー
交

通
係

の
み

に

お
礼
を

い

・ご
气

去

り
ゆ

く
姿

に
側
児

た
ら

は
、

い
つ
ま
で

も
手
を
・
气

で

「
さ
よ

う

な
ら

」
を

し
て

い
ま
し

た

ま

た
と

な

い
経

験
で

『
人

人

に
な

っ
た

ら
婦

人
警
官

に
な

り
た

い
な
あ

』

「
自

バ
イ

隊
‥‥‥
に
な

り
な

い
な
あ

」

と
少

が
ふ
く

ら
む

園
児

た
ち

。、

あ
こ

が
れ
の

お
じ

さ
人

と
の
約

束
も

き
っ

と
守

っ
て
く

れ
る
小

で
し

ょ
う

。。

人
形
で

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

去
る
七
り
十
川
日
巾
、
森
汪
野
交

通
安
全
毋
の
会
（
斎
藤
ミ
ッ
会
長
）

が
主
催
と
な
り
．
森
江
野
と
人
技
の

季
節
保
斤
所
で
、
毋
と
ｆ
の
交
通
教

室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
二

心
人
通
丿
故
の
芯
発
し
や
Ｆ

い
縋
休

み
を
前
に
、
交
通
安
全
知
識
の
乏
し

い
幼
児
と
そ
の
け
親
を
対
匁
に
、
昨

単
に
引
き
続
き
交
通
巡
杖
八
を
招
い

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
．

交
晒
巡
現
員
の
人
形
を
川

い
て
の

講
話
に
．
約
μ

ニ
ト

乱
の
幼
児
と
母

親
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
．

母
親
は
ｆ
供
の
鏡
で
す
．
叫
親
自

身
が
正
し
い
交
地
ル
ー
ル
を
身
に
つ

け
模
範
を
示
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
．

小
尾
舘
出
上
品
を

寄
　
贈

わ
Ｊ
Ｈ

卜
八

日

、
佐

藤
イ

ク
ヨ

さ
ん

｛
小

坂
字

小
樫
舘

一
六

｝
は

、
自

宅

前

の
畑

か
ら
出

土
し

た
古
銭

な

ど
を
、

町

教
育
委
ｎ

会

に
寄
川

し

ま
し
た

。

こ
れ
は

、
亡

夫
の

佐
鱗

禅
藏

さ
ん

と
昭
和
Ｉ
ト

こ
年

頃

、
開
墾

巾

に
兇

皃

し
た

も
の
で

、
縄

文
武
石
Ｓ

Ｉ

点
、

中

限
の
須

恵
器

片
四

点
、
中

国
銭

卜

。Ｅａ

枚
で

す
　

今

ま
で

人
切

に
傑
管

し

て

い
た
も

の
で

す

が
、
町

の
歴
史

を

知

る
う

え
で
人

切
な

も
の

な
ら

ば
、

散
逸
し

て
し

ま
わ

な

い
う
ち

に
と
．

こ

の

た
び
寄

贈
さ

れ
た

も
の
で

す
．

小
屋

舘
跡

は
、
伊

達
成

宗
の

い
ん

居
館
の

あ

っ
た
と
こ

ろ

と

い
わ

れ
、

須
恵
器

片

と
中
川

銭
は

、
こ
れ

を
物

語

っ
て

い
る
も

の
で
す

．

な

お
、
中

国
銭

は
、
占

銭
研

究
家

の
須
Ⅲ

水

山
さ
ん

に
よ

れ
ば
．

唐
時

代
の

も
の

が
．一
枚

、
北

宋
時
代

の
も

の

が
卜
．．
．枚
も

あ
り

、
霞
呎

な
も
の

と

い
え
ま

す
．

町

で

は
、
大

切

に
似
管
し

て
、
今

後

、
展

示
会
な

ど
で

活
用
を

計

る
考

え

で
す

．

▲白バイに暈る圜児

▲鷦心に鴫き入る児童と砌縵たち

▲佐譯イクヨさん

▲寄贈された小屋誼出土品

～ 国 見 町 民 憲 章 ～

|｡あたたかく，たすけあう网をつくりましょう。

1.楽しく働いて，豊かな叨をつくりましょう。

1.すこやかで, よろこびに生きる句をつくりましょう。

1.力をあわせて｡１がすがしい町をつくりましょう。

1.敦育と文化を高め｡ 希望にみちた町をつくりましょう。

編

集

日

記

○
ヒ

月
中

句
の
梅

雨
明

け
か

ら
。
迎

日

。。一
十

度

を
超
す

猛
暑

続
き

。
で
も

、

こ
の

暑
さ
で

、
生

青

が
遅
れ
て

い
た

水
稲

や
眺

な
ど
の

果
物

も
。
ど

う

に

か
例
年

並
み

に
戻

り
、

こ
の
分

で

い

く
と

丘
年
続

き
の

冷
害

は
さ

け
ら
れ

そ
う
で

す

。

○
楽

し
か

っ
た
小

、
中

学
校
の
夏

休

み
も

、
も

う
す

ぐ
終

り
ま
才

が
、
ま

っ
黒

に
日

焼
け
し

た
子

供
た

ち
の
元

気
な

頽
が

兇
ら

れ
る

こ
と
と
思

い
ま

す

。
缸
休

み
の
気

分

が
な
か

な
か
ぬ

け
な

い
と

思

い
ま
す

が
、
交
通

事
故

に
あ

わ
な

い
よ

う
、
十

分
注
意

し
て

も
ら

い
た

い
も
の

で
す

。
　
　

Ｋ

”
７

‘Ｉ
嶌

Ｉ
兄
町
全
一

課

福
鳥
県
伊
達
郡
佃
見
町
人
字
蒔
田
字
一
丁
田
二
２
の
Ｉ

・

九
六
九
一

一
匕
　

魯
｛
０
１
四
丘
ｙ
八
五
一

二

．
．
一
｛
代
表
｝
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